



































・日本漢梧に固有の語義からmを除いて(The Japanese meaning except the Mutual 
meaning) jとする。
すると、 日中同形語（日本漢語と中国語）は以下の五種類のカテゴリーに分類できる。'
． m 働 C ◎ 
Equal ． Inclusive ． 
Overlap ゜ Exclusive ． 
Non-Equal ．． 
A種類 Equal: mのみを含んでおり、 jとCを含んでいない語集。
B種類 Inclusive : mとcを含んでいるが、 jを含んでいない語梨。
C種類 Overlap : m. c. jを含む語索。
D種類 Exclusive : mとjを含んでいるが、 Cを含んでいない語棄。
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各種類の例を挙げる。・（イ ・ロ・ハ・ ・は日本漢語の語義、 甲 ・乙・丙・ ・は中国語の語義）












年老いた人。年寄り。 ※＜続日本紀 ・文武元年八月庚辰＞ 「高年老人加愴焉
」
この語義は第2類に屈する。 日本淡語はこの語義だけがある。
他人に対して自分の父母を言う甘葉。 ※＜老舎 ・ 婆婆話＞ 「可是再説硬話実在
使老人難堪 ；只好告訴母親 ：不久即有好消息。」（しかし、もっと硬い話をすれ









イ ・ 甲 気象の状態。 ※＜三国 ・ 墾立至 ・ 燕歌行＞ 「秋風茄毯天気涼、 箪木描蕗露為
釦（秋風が荊忍で〔 ものさぴしい さま）、 天気が涼しくて、な木が揺れ落ちて、
露が霜になった）この語義は第4類に属する。


















ィ・甲 四季折々の惜趣のある事物。自然の風物。景色。風景。 光猥。 ※ 連理秘抄
「時節の梨物を案じ得たる許（ばかり）にて、 下手はよく付けたりと思ふべ
し」 ※ ＜白氏長）災集＞「江棲晩眺、 景物鮮奇」（江辺にある高楼で晩穀を眺め
ると、 景色は鮮やかで美しく見える）この語義は第7類に属する。中国語はこ
の語義だけがある。
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昭和十一年第一次岩波版 r関外全集著作篇」第二巻）






0かんか 「炊河＝椋阿」 かん（憾） 卜同義。一「かんか不過」。
〇かん（稔）漢甜。ッネニ「朝 」卜熟語ニナッテ用ヰル。思フママニ物ゴトガ行カズ、
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す。
「珂」は会意兼形声字で、 土＋可（音）である。 ＜説文解字・土部＞ ： 「河、炊珂
也。」意味は土が平かでないである。
・ 「粘」は形声字で、車＋感（音）である。常に 「明」と熟語になって用いる。








身冷汗。」また、「次珂」は転じて、 「不遇・志を得ない意」を表せる。 ※＜柳齋志異 ．
巻＋ー・ 挫竺挫＞「移坐就相， 告懇炊珂， 詞旨悲側。」 ‘ （挫堡堡は寝台のそばに寄って
きて、不幸な身の上を打ち明けた。 その話は悲痛を極めていた。）の例がある。 また、
「惑恩的心＇」という歌の中で「我看遍逍人間炊珂辛苦」（私は人lllJの炊河と辛苦を見通









また、 中国語では「帖祠」と「次珂」をはじめ、「紺阿」 ・ 「絨打」• 「.f甚詞J.
「炊朝」 ・ 「培河」・「培祠J・「浪tii[」 ・ 「械明」・「憾珂」 ・「憾朝」等、 合計12
語がある。 すべての中国語は「不過 ・ 志を得ない意」を有する。 その中では、「鯰










土が平かで 追が平かで 庫がゆきな 不遇・志を
ない意 ない意 やむ意 得ない意
日 鯰 朝 一 ー ゜ ゜
本 河 ---- — △ 0 
語
炊
朝 一 ---- ゜△ 




一口i 〇 〇 〇
中 椛 〇 〇 〇
炊
珂 〇 〇 〇
国 朝 ------- - 一 ゜
河 ゜ ゜ ゜
栢
培
明 一 ----- 一 ゜
浪 ．
珂 ゜ ゜ ----
-
゜
朝 - ------ ----
-
゜
阿 ゜ ゜ 一 ゜培
朝 ----- 一 ------ ゜
※
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